2007/6/29日本子ども社会学会
共同事業プロジェクト委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　深谷和子・高旗正人
会員各位

学会共同調査研究プロジェクトへの19年度の応募要領について、お知らせいたします。

　
すでに学会ニュースレターや学会ＨＰ等でご案内申し上げましたように、残念ながら平成18年度は、学会の採択条件にかなうプロジェクトが得られませんでした。その理由は、平成18年6月の大会から応募締め切り（7月末）までの日数が短すぎたことと、学会共同調査の主旨が十分徹底されていなかったことにあったかと思われます。そこで19年度は、あらかじめ十分な準備期間を用意すべく、すでに応募要領を学会ＨＰやニュースレターでお知らせしてあります。応募の締め切りを７月２０日から８月２０日とする以外は、申し込み様式は１８年度と同じです。
本共同調査研究プロジェクトの募集条件は以下のとおりであります。

1）2004/3/13付の学会ＨＰに記載された、本共同事業の理念と目的にかなうものであること。すなわち

①「本学会には、日本の子どもたちの実態を学界のデータとして所有し、広く社会的に発信していく役割があるのではないか」

　　②上記を踏まえて「日本の子どもたちが、現時点で、どのような生活をしているか、それが5年後、10年後にどのように変貌するのか､確かな方法で追及し捉えていくことを､社会的使命とすべきではないか」
　　　
2）前２回の共同事業のように、全国的または国際的なスケール（またはそれに近いもの）であること。

ちなみに第1回調査は、会員諸氏のご協力によって、全国16地点2.700サンプルで実施され、大会で発表後、北大路書房より「子どもの放課後はどうなっているのか」のタイトルで刊行され、メディアにも多数とりあげられました。第2回調査は「子どもと学校」(全国13地点1800サンプル)のテーマで実施され、現在この資料をもとに、韓国、アメリカなど、国際比較調査を実施中と聞いております。

できれば、こうした前2回の内容と規模を受け継ぐような共同調査が期待されますが､ただし量的な調査ばかりではなく､学会事業としての理念と目的にかなえば、新たな質的研究調査、事例研究、または量的調査との組み合わせのプロジェクトも考えられるのではないでしょうか。
例えば、理事会では次のようなテーマも挙げられておりました。
　　　・アニメ、マンガの分析（現代の子どもが惹かれる主人公やストーリーの分析）
・少年文学の分析(市場の現状と内容分析)
・いじめ調査（これまで行われた調査と違ったアングルや方法論で）
3）原則として複数名から成る研究グループを編成すること。
　

　 4）選定されたグループには、研究成果を本学会の大会で発表することを義務付ける。また、なんらかの形で研究成果の刊行を行うことが望ましい。
5）その他、日程等
＜申し込みと予算＞

応募期間：平成19年7月20日から8月20日まで、その後9月に選定を行う。選定の結果は10月初旬に通知し、選定されたグループはスタート時に助成金10万円、翌年の６月に40万円を受領する。
＜発表方法＞

この予算で研究調査を実施し、２年後の６月の学会大会で最終的な成果の発表を行う。（下記に進行表）なお選定の翌年の大会で研究の進捗状況を報告するが、研究発表、ワークショップまたはラウンドテーブルなどの形で中間報告をすることが望ましい。
6）会員は、最終報告後に、量的調査の場合はロウデータを請求し、再解析等をして論文作成に利用することができる。ただしデータ利用の際には、本学会の共同調査（○年度）の資料であることのクレジットをつける。

7）審査委員会は、共同事業プロジェクト委員会委員（深谷和子・高旗正人）2名の他に、3名の審査委員（紀要編集委員長・研究刊行委員長・将来構想委員長）を加えた5名で構成する。審査委員長はプロジェクト委員2名以外の3名の審査委員の中から選出する。
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※　完成年度と試行年度の２チームが常時活動していることになる。
備考；なお、これまで2回の施行（子どもの放課後、学校）で蓄積された実施のノウハウ（少ない予算で調査実施ができるノウハウ等）を、必要に応じて決定後に引き継ぐ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　なお申し込み方法等は、19年6月の大会と学会ＨＰで、様式など詳細をお知らせいたします。会員諸氏におかれましては、ふるってご参加のほどをお願い申し上げます。
（以上）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
